
平成２９年度 

第１回 高崎市群馬地域振興協議会 次第 

日  時：平成２９年 ６月２３日（金） 

午前１０時３０分～ 

場  所：群馬支所 ３階 ３１１会議室 

１ 開  会 

２ 挨  拶 

３ 議  事 

（１）群馬地域に関わる事業報告について        資料１ 

（２）群馬地域のまちづくりに関する意見について    資料２ 

４ 連絡事項 

５ 閉  会 

＜配布資料＞ 

資料１  群馬地域に関わる事業報告一覧  

資料２  群馬地域のまちづくりに関する意見一覧 

参考資料  平成２９年度 高崎市当初予算の概要について 
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資料２ 

群馬地域のまちづくりに関する意見一覧 

群馬支所 地域振興課 



1 

□群馬地域のまちづくりに関する意見 
内容区分 意   見  回   答  

●群馬分署移転事業

について 

平成 30 年 4 月から群馬分署が金古地区に移転するに

あたり、堤ヶ岡地区・桜山地区が高崎北消防署の管轄エリ

アになると聞いている。高崎市で出場稼働率が一番の北消

防署に、人口が年々増加している地区が加わることに不安

があるが、何か対策を考えていただけるのか。 

昨年度から高崎市等広域消防局の「たかさき消防共同

指令センター」で県北西部全ての指令業務を処理する効

率化が図られているが、群馬地域においても住民が安心で

きる対応をお願いしたい。 

また、群馬分署の移転について、市民に対してどのように

周知していくのか教えていただきたい。 

●放課後子ども総合

プランについて 

 平成 26 年 7 月に文部科学省と厚生労働省が共同策定

した『放課後子ども総合プラン』に基づき、安全で安心な子

どもの居場所づくりをお願いしたい。 

現在、放課後に学校で学力アップ推進の学習会が実施

されているが、勉強に限らずまた親の就労の有無に関わら

ず、子ども達に校庭や図書館などを開放し、安全に遊んだ

り、友人と交流できるような場所を作っていただきたい。 

桜山小学校区は群馬地域の小学校区で唯一、スタッフ

が常駐して放課後子どもに解放されている公民館や児童

館がないので、桜山小学校の近く（低学年の児童が徒歩で

行ける距離）に市の職員がいる公民館の建設を要望しま

す。 



2 

□群馬地域のまちづくりに関する意見 

内容区分 意  見  回   答  

●太陽光発電の設

置について 

近年太陽光発電が各所で多く設置されているが、設置す

る周りの住民への説明や環境への規制や配慮はどのように

なっているのか。 

また近年、太陽光発電設置による様々な問題が騒がれて

いるが、今後設置に対する規制等は行われるのかお聞きした

い。 

なかでも事前協議の対象とならない 2000 ㎡以下の小規模

な太陽光発電の設置について、なんらかの規制等を行って

いくのか教えていただきたい。 

●ごみの出し方につ

いて 

菅谷地区では家庭ごみの出し方について問題を抱えてい

る。決められたルールを守らず、指定日以外にごみを出した

り、分別していないため業者に回収されず放置されたごみが

周囲に散乱し、近所の住民が迷惑している。 

菅谷地区はここ数年人口が増加しており、回覧板や隣保

班長の呼びかけだけではルール遵守の徹底が追いついてい

ない状況である。 

高崎市内で、ごみの出し方について地域住民がルールを

守り、気持ちよく生活が出来るよう工夫をして成功した事例

等があれば、その具体例を教えていただきたい。 

また、高崎市として、年度初めに配られるごみルールの冊

子以外に、何かごみルール徹底のための対策があれば教え

ていただきたい。 



平成２９年度第１回群馬地域振興協議会におけるまちづくりに関する意見一覧

■群馬地域のまちづくりに関する意見〔平成２９年６月２３日開催〕

内容区分 № 意  見 回  答

群馬分署移転事業について １ 平成３０年４月から群馬分署が金古地区に移転するにあ

たり、堤ヶ岡地区・桜山地区が高崎北消防署の管轄エリアに

なると聞いている。高崎市で出場稼働率が一番の北消防署

に、人口が年々増加している地区が加わることに不安がある

が、何か対策を考えていただけるのか。

昨年度から高崎市等広域消防局の「たかさき消防共同指令

センター」で県北西部全ての指令業務を処理する効率化が図

られているが、群馬地域においても住民が安心できる対応を

お願いしたい。

また、群馬分署の移転について、市民に対してどのように

周知していくのか教えていただきたい。

群馬分署は、昨年度から移転事業を開始し、７月から庁舎建

設工事に入り、３０年度当初に運用開始の予定です。足門町か

ら金古町へ移転となりますが、管轄区域の変更はありません。

また、現在は「たかさき消防共同指令センター」の運用によ

り、高機能消防指令システムが整備され、１１９番通報から出

動部隊が現場に到着する時間など、大幅に短縮や効率化が図ら

れています。特に救急出動については、消防局で運用する全て

の救急車にＧＰＳ装置を装備し、管轄区域にかかわらず災害現

場に最も近い救急車を出動させる「直近指令システム」を採用

することにより、全ての救急車を消防局全域で効率的に運用し

ています。

さらに高崎北消防署を含め市内３署には、救急車を２台ずつ

配備しており、増加する救急需要にも対応しています。群馬分

署は移転により既存施設の場所より少し北部へ移動すること

になりますが、引き続き、総合力で群馬地域の安心安全を確保

してまいりますので、ご理解をお願いします。

移転に伴う周知については、事前に住民説明会を実施させて

いただいており、工事開始前には、近隣住民及び区長へごあい

さつと説明をさせていただきます。さらに、広報たかさきや回

覧版、消防局ホームページ等にも掲載しお知らせしていく予定

です。また、各地域で行われます自主防災訓練や講習会などで

も分署職員から随時、お知らせをさせていただきます。



■群馬地域のまちづくりに関する意見〔平成２９年６月２３日開催〕

内容区分 № 意  見 回  答

放課後子ども総合プランについて １  平成２６年７月に文部科学省と厚生労働省が共同策定し

た『放課後子ども総合プラン』に基づき、安全で安心な子ど

もの居場所づくりをお願いしたい。

現在、放課後に学校で学力アップ推進の学習会が実施され

ているが、勉強に限らずまた親の就労の有無に関わらず、子

ども達に校庭や図書館などを開放し、安全に遊んだり、友人

と交流できるような場所を作っていただきたい。

桜山小学校区は群馬地域の小学校区で唯一、スタッフが常

駐して放課後子どもに解放されている公民館や児童館がな

いので、桜山小学校の近く（低学年の児童が徒歩で行ける距

離）に市の職員がいる公民館の建設を要望します。

現在、各学校区の地域運営委員会による学力アップの学習会

の実施が充実しております。この取組は、親の就労の有無にか

かわらず子どもたちが参加でき、全国的にも珍しい取組といえ

ます。また、この取組は、各地域運営委員会のお力によるとこ

ろが大きく、ボランティアの方々の確保についても様々に努力

をしていただいております。

校庭の開放につきましては、安全面の確保、図書館の開放に

つきましては、担当者の配置などの課題がありますが、今後と

も地域運営委員会の方々とも協議していきたいと考えていま

す。

新たな公民館の建設については、地域の特性、人口、コスト、

近隣施設の利用状況などの諸条件、またその必要性などについ

て、十分な研究を重ねていくことが重要と考えています。

 高崎市では、地域の交流の場として利用するために空き家を

改修することに対して助成を行っています。

 この助成金を活用し、新しい建物をつくるのではなく、民家

などの空き家を利用して、公民館をつくっていただけたらあり

がたいと思います。

そして市の職員を配置するのではなく、地域の方のボランテ

ィア組織で運営していただくことを考えていただけたらと思い

ます。



■群馬地域のまちづくりに関する意見〔平成２９年６月２３日開催〕

内容区分 № 意  見 回  答

太陽光発電の設置について １ 近年太陽光発電が各所で多く設置されているが、設置す

る周りの住民への説明や環境への規制や配慮はどのよう

になっているのか。

また近年、太陽光発電設置による様々な問題が騒がれて

いるが、今後設置に対する規制等は行われるのかお聞きし

たい。

なかでも事前協議の対象とならない２，０００㎡以下の

小規模な太陽光発電の設置について、なんらかの規制等を

行っていくのか教えていただきたい。

開発指導課では、２，０００㎡を超える太陽光発電設備の設

置については、「高崎市宅地開発指導要綱」に基づく事前協議の

対象としています。

この事前協議では、造成や排水の計画内容や近隣住民への説

明・周知等の実施など、事業者に対する確認や指導を行ってい

ます。

また、関係する部署と連携し、音や光などの環境対策、土地

の利用方法、工事における安全対策などを集約して、事業者に

連絡、指導しています。

２，０００㎡以下の太陽光発電の設置については、現在、事

前協議のような制度はありませんが、例えば、太陽光発電設備

を設置するために、５００㎡を超えて土砂を搬入する場合には、

高崎市土砂等の堆積の規制に関する条例（通称「残土条例」）に

より、造成や排水の計画について確認、指導を行っています。

設置する場所が農地の場合には、農地転用の許可等も必要と

なります。

また、規模に関わらず太陽光発電設備に関する相談、苦情等

につきましては、関係する部署間で情報を把握・共有しつつ、

個別に応対、指導等を行っており、今後についても適正な指導

を継続していきます。

なお、高崎市では、特に景観等を保全する地区として、観音

山地区、榛名湖周辺地区、箕郷梅林地区を特別保全地区に指定

し、当該地区における太陽光発電をはじめとする再生可能エネ

ルギー発電設備の設置を規制しています（「高崎市自然環境、景

観等と再生可能エネルギー発電設備設置事業との調和に関する

条例」）。



■群馬地域のまちづくりに関する意見〔平成２９年６月２３日開催〕

内容区分 № 意  見 回  答

ごみの出し方について １ 菅谷地区では家庭ごみの出し方について問題を抱えて

いる。決められたルールを守らず、指定日以外にごみを出

したり、分別していないため業者に回収されず放置された

ごみが周囲に散乱し、近所の住民が迷惑している。

菅谷地区はここ数年人口が増加しており、回覧板や隣保

班長の呼びかけだけではルール遵守の徹底が追いついて

いない状況である。

高崎市内で、ごみの出し方について地域住民がルールを

守り、気持ちよく生活が出来るよう工夫をして成功した事

例等があれば、その具体例を教えていただきたい。

また、高崎市として、年度初めに配られるごみルールの

冊子以外に、何かごみルール徹底のための対策があれば教

えていただきたい。

成功例としては、同じごみステーションを利用する区域の

方々で班を編成して、持ち回りで掃除当番を行い、不適切な排

出があった場合はノートに記録をして次へ回した。その結果不

適切な排出方法が改善され、正しい排出方法が周知された事例

がございます。

ただ、これに至るには当初、地区の役員さんが相当なご苦労

をされたそうです。その地域は新興住宅街でしたので新たにお

住まいになった方々のご理解やご協力がいただけなかったそう

ですが、自分たちの地域の問題なのでどうにか自分たちで解決

したいと言うことから、粘り強く地域の方に実情を訴えていっ

たところ、徐々に協力者が増えこのような持ち回りで清掃を行

うシステムが構築されたそうです。

 また、高崎市では、平成２７年度からごみステーション見守

りカメラの設置事業を行っております。カメラの設置によりま

してごみの不適正な排出や資源物の持去りなどを抑止すること

を目的としております。役員さんからはカメラの設置により不

適正な排出が改善されたといった声も届いております。まずは

地域で改善に努めていただくとともに、カメラの設置について

もご検討していただければと思います。

ごみ出しルールの徹底対策ですが、まずはごみかわら版によ

るごみ出しルールの周知が、一番のルール徹底対策と考えてお

ります。

また、ごみかわら版以外のごみ出しルールの周知策として、

広報高崎や市ホームページ、高崎市環境保健協議会だよりなど

にごみの出し方 5 原則などを掲載して徹底を呼びかけておりま
す。これらに加え、新たな周知策として昨年９月よりスマート

フォン向けの「資源・ごみ分別アプリ」の配信も始めました。

このアプリを使えば、正しいごみ出しのルールやお住まいの地

域のごみ収集日などが、いつでもどこでも手軽に調べられます

ので、このアプリの利用を更に促して行きたいと考えておりま

す。
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